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 要  旨 
 近年、グローバリゼーションや国際的な自由貿易化の影響を受けて、国際海上コンテナ輸送の
需要が急増している。それを受け、年々大規模化するコンテナターミナルでは、ターミナル内で
の作業の自動化や効率化が課題となっている。こうした実情から、ターミナルのコスト削減手段
の一つとして、ターミナルでの貨物船の滞在時間の短縮が挙げられる。貨物船がターミナルに滞
在する時間の大部分は、コンテナの積み下ろし、積み込み作業に費やされており、この作業を短
縮することがターミナルの利益となる。そのために、ヤードクレーンスケジュールと呼ばれる、
貨物船のコンテナをターミナルの保管スペースに保管するクレーンのスケジュールの最適化が課
題となっている。この問題は、クレーンが複数台存在する保管スペースでは、クレーン同士の衝
突を防ぐスケジュールを作らなければならず、厳密解を導出することは NP 困難であることが証
明されている。 
 先行研究ではヤードクレーンスケジューリング問題において、クレーンの衝突を防ぐスケジュ
ーリングの定式化と近似解法を提案し、現実問題を解いている。しかし、貨物船の遅れや積み下
ろし作業の遅れなどから、保管スペースにコンテナが到着時刻する時刻が、あらかじめ決められ
た時刻よりも遅れる場合を想定した解法については、未解明である。そこで本研究では、遅れが
生じた際に作業完了時刻の遅れを最小化する、ロバストスケジュール事前作成法と、コンテナ到
着時刻に遅れが生じた際のリスケジューリング手法を提案し、シフト法と比較、評価した。 
 数値実験の結果、コンテナを 200(TEU: twenty-foot equivalent unit)収納するスケジューリン
グ問題では、到着が遅れたコンテナを後回しにして作業をした場合、総作業完了時刻に 25%の遅
れが出たのに対し、ロバストスケジュール事前作成法、リスケジューリング法での実験結果では
5%の遅れですむことが分かった。また厳密解法ではコンテナ数 10(TEU)を超えると、解を導出
することが困難であるが、提案手法では現実的なケースを想定したコンテナ数 50～200(TEU)の
問題を約 2分で解けることが分かった。つまり、提案手法は現実的な問題に適用可能である手法
であることが分かった。また全体の 25%のコンテナに到着の遅れが生じた際も、シフト法では
31%の作業の遅れが生じるが、提案手法では 7%の遅れですむことが分かった。しかしコンテナタ
ーミナルではガントリークレーンと自動運搬トラック、ヤードクレーンすべてのスケジュールを
全体最適しなければならないため、コンテナターミナル内の全体最適のモデル化と、その問題を
解くための近似解法の研究が今後の課題といえる。 
